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層特集,機関ﾘボジﾄﾘー病院図害館でもできるのか？
機関リポジトリの開設と維持運営について

一関西福祉大学リポジトリの事例一

Ｉ．はじめに

機関リポジトリの開設と維持運営について、

関西福祉大学リポジトリの事例ということでお

話をさせていただきます。まず私の所属する大

学について紹介いたします。関西福祉大学は忠

臣蔵と塩の町で知られる播州赤穂、兵庫県赤穂

市に位置しています。学部は社会福祉学部と看

護学部に加えて２０１４年４月から発達教育学部が

スタートします。大学院は社会福祉学研究科と

看護学研究科があり、学生数は約1,000名程度

の小さな大学です。関西福祉大学附属図書館は、

担当者４名で運営しています。通常授業時の開

館時間は９時から２１時、蔵書数約７万冊、雑誌

約250種類を所蔵しています。そのほかの特徴

としては、学外者にも利用していただけること

です。利用に際しては登録が必要ですが即日利

用者カードの発行が可能です。このように小さ

な大学の小さな図書館で、リポジトリの開設か

ら、現在の登録業務などを今のところ私が一人

で行っています。実は私自身３年位前まではリ

ポジトリに関する知識が全くなく、大学内にも

図書館内にもリポジトリについてわかる人がい

なかったのですが、今、開設できています。も

し、３年前の私と同じくリポジトリに関する知

識が全くないという方がおられたら、今日の私

の話を聞いて私にもできるかもと思っていただ

ければ嬉しく思います。

にしもとあけみ：関西福祉大学附属図杏館

西本朱美

Ⅱリボジトリ導入のきっかけ

1．リボジトリに持っていたイメージ

私がリポジトリについて抱いていたイメージ

は、国立大学や大規模私立大学が構築している

もので、本学のような小規模の私立大学には費

用や人員、技術などの点から縁のないものと

思っていました。実際に本学では紀要をウェブ

サイトで公開している程度で、情報にたどり着

くのが難しく、アクセス数の把握もできません

でした。発行は年２回なのに、更新は年１回し

かしてもらえないため、すでにリポジトリを構

築している機関をうらやましいと思っていまし

た。

２．本学の複写依頼の現状

本学では教員や学生からの複写依頼が毎年

1,000件以上あります。これは私立大学図書館協

会の阪神地区では２０１０年と２０１１年で上から４

番目に多い件数でした。２０１２年では８位になる

依頼件数です。特に看護学部には卒論作成のた

め、論文をたくさん、時には１００本以上集める

よう指導される教員もいて、学生もがんばって

検索しています。依頼のある論文の収録誌には、

学術雑誌や紀要など大学の出版物、病院の出版

物なども含まれています。これらの取り寄せに

かかる費用は、教員は研究費で賄うことができ

ますが、学生は実費負担を強いられます。今で

こそ機関リポジトリが進んできているので、以

前よりは無償で入手できるものも増えてきまし

た。しかし、ほんの数年前までは、紀要論文の

取り寄せにも費用がかかっていました。もちろん

無償で入手できるものだけで済ませる学生もい
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るのですが、真面目な学生ほど、必要な論文を

ちゃんとお金を出して入手します。図書館員と

してはもちろん希望があればその論文を入手す

るのですが、１件１枚５０円プラス送料の論文を

何十件と依頼をしていると、すぐに何千円とい

う単位になってしまいます。多額の支出になっ

てしまうことも少なくありません。お金のない

学生たちに費用をかけさせて論文を入手させる

というのが心苦しい気持ちになっていました。

3．ＮＩＩの研修会に参加する

そんな中２０１１年夏に国立情報学研究所（NII）

が自館でリポジトリ構築できない大学を対象に、

新たなサービスを開始するとの情報を得ました。

これが現在のＪＡＩＲＯＣｌｏｕｄなんですが、まだ当

時は名称も決まっていませんでした。２０１１年１０

月に説明会があるということで、名古屋で行わ

れたリポジトリ研修会に参加させていただきま

した。そこでの説明会でのお話は、最初にトッ

プページの設定をしておけば、あとはコンテン

ツの登録のみで長期的なサービスを保証してく

れること、しかも、当面はそれらのサービスが

無償で提供されるということでした。

そのサービスを利用して小規模な図書館がリ

ポジトリを開設するようになれば、そう遠くな

い未来にすべての大学がリポジトリを持てるよ

うになるのではないかと思ったのです。そう

なったら大学の出版物と、大学の先生たちが書

かれた学術雑誌掲載論文などは、大学のリポジ

トリを通じて公開することが可能になります。

そうなれば学生はたくさんの費用をかけなくて

も今より多くの論文を読むことができるように

なります。その最初の段階として本学のような

小さな大学でもリポジトリを持てるんだよとい

うことを示したいなと思うようになりました。

これが私がリポジトリを持ちたいと思ったきっ

かけです。

Ⅲ、リポジトリの導入

1．何を公開できるか

名古屋で受けた説明会の翌日から早速申し込

みに向けて始動しました。まずリポジトリから

何を公開するか、何が公開できるかを考えてみ

ました◎先ほど本学のホームページから研究紀

要を公開していると言ったんですけれども、そ

れについてはもう本文を公開していたので、リ

ポジトリから公開することに問題はないと考え

ました。それから、本学の看護学部に事務局が

ある「ヒューマンケァ研究学会」という学会の

学会誌についても、学会誌を作ると決まった段

階でインターネット上で本文を公開するという

投稿規定を作っていたようなんですね。これも

可能性としてリポジトリに載せられるなと考え

ました。あとは、本学の先生方が学術雑誌に投

稿し、掲載された論文の本文も掲載できればと

考えました。

2．上司の申請を得て申請へ

これらのコンテンツの案を持って図書館長へ

内容の説明をしました。研究成果の公開は社会

に対する責任説明を果たすために必要であるこ

と、それから教育研究活動の発展につながるこ

と、また大学がリポジトリを持っているのが当

たり前になる時代がそう遠くないうちに来ます

よ、いま開設しておかないと乗り遅れちゃいま

すよい〕うお話をさせていただきました。

すると、図書館長も私の話を理解して<ださ

り、賛成してくださって、早速学長に話をもっ

ていってくれました。図書館長がとてもうまく

説明をしてくださったようで、学長もすぐＯＫ

をくださったんですね。ですので、図書館運営

委員会、各研究会、教授会などで特に異論が出

ることもなくスムーズに許可が下りました。当

面の方向としては、先ほどの社会福祉学部研究

紀要、看護学部の学会誌、学術雑誌掲載論文は

発行元がＯＫしてくれたものであれば載せても

いいんじゃないかということで、学内合意がと

れました。このように、学内の合意形成ができ

ましたので、２０１２年１月NIIに利用申請書を提

出しました。説明会を聞きに行った２０１１年１０

月から約３カ月というスピードで申請を行うと

ころまでたどり着きました。

－１ ０－
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①インデックス登録3．リボジトリ公開前の準備

１）各種書式

リポジトリが実際に使えるようになるまでし

ばらくかかるとのことでしたので、その間に各

種様式を作成しておきました。運用要綱や公開

承諾書などですが、これらを一から作るとなる

とすごく大変だと思うのです。私もそこまでリ

ポジトリに対する知識がなかったので、すでに

構築している国立大さんとか私立大さんなどの

運用要綱、公開承諾書などを参考にしました。

多くの大学がネット上に公開しており、ＰＤＦ形

式で閲覧可能です。それらをダウンロードして、

使えそうなところを抜き合わせて作りました。

筑波大学さんの「学術機関リポジトリに関する

要綱」がわかりやすかったので、これをベース

に他大学の情報と合わせて本学の各種様式を作

りました。

２０１２年４月にNIIから環境設定完了の連絡が

届きました。これでリポジトリという箱の準備

が完了しました。あとは中身を入れていきます。

２）インデックス登録・メタデータの登録

メーリングリストで前田さんからＷEKOを

実際に使ってみなさいというお話がありました。

利用された方はもうおわかりと思いますが、中

身である論文を登録する前に、まずインデック

スを登録するんですね。どういうインデックス

にするかというのは機関によって違ってくると

思うのですが、本学は学術雑誌論文は学術雑誌

論文でまとめて、あとはタイトルごとにイン

デックスを作成しました。インデックスを作成

したら、論文のメタデータを登録します。メタ

データとは、論文のタイトル・著者・収録誌情

報、抄録などの二次情報のことです。このメタ

データの登録をしていきます。

その後、本文データの登録を行います（図ｌ)。
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図１インデックスとデータの登録

3）本文データの登録

本文データが透明テキスト付ＰＤＦという形

式であれば、それをそのまま登録すればいいと

思います。透明テキスト付ＰＤＦとは、ＰＤＦ化

した文書の画像に文字‘情報が組み合わされてい

るものです（図２)。
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Googleなどの検索エンジンでは、この透明テ

キスト部分の文字情報が検索対象になるんです

ね。検索でヒットしやすくなりますから、見つ

けてもらいやすくなります。だから、本文を登

録する際にはぜひ透明テキスト付ＰＤＦファイ

ルを登録されることをお勧めします◎本学でも

透明テキスト付ＰＤＦを登録するために、Adobe

Acrobatというソフトを使っています。この

AdobeAcrobatは文字の認識を間違えることが

多いですね。あまり文字の認識が上手じゃない

ので、他大学さんではeTypistというソフトを

併用し、なるべく正確な透明テキストをつけて

登録されているところもあるようです。もし、

透明テキスト付ＰＤＦでないファイルを登録し

てしまうと、その文章の画像だけが登録され､透

明テキストの文字情報がないので検索エンジン

などで引っかからず、見つかりにくくなります。

冊子作成時に印刷屋さんからＰＤＦファイル

を納品してもらうことがあると思うのですが、

そのＰＤＦは今、ほとんど透明テキスト付に

なっています。ですから、冊子を作成するとき

に、最初から「透明テキスト付ＰＤＦまで納品

してくださいね」という契約にしておけば問題

ないかなと思います。あと、スライドには書い

ていないのですが、先生が自分で書かれた論文

を「これリポジトリに載せて」と持ってきてく

ださって、それが、冊子体しかない場合、本学

ではそれをスキャナーでスキャンし、Adobe

Acrobatを使って透明テキスト付ＰＤＦを作るん

ですが、その透明テキストを付けるときに最適

化という作業を行います。この最適化という作

業を行うことでＰＤＦのファイルサイズが小さ

くなります。あまりファイルサイズが大きいま

まだとダウンロードに時間がかかり、エンド

ユーザーがストレスを感じます。スキャンして

PDFを作った場合には、最適化というものをす

れば、エンドユーザーのストレスがなくなるか

なと思います。

Ⅳ、リポジトリの公開

１．本公開

本学は最初に公開できる論文の数が１００件程

度とあまり多くなかったので、１件１件このよ

うにして登録をしました。後はトップページを

作れば完成です。

そして２０１２年４月２４日に本公開しました。

リポジトリのトップ画面です。本学はJAIRO

Cloudというリポジトリの箱を使わせていただ

くことができ、中身を登録するだけでよかった

ため、何の知識もなかった２０１１年１０月の説明

会を聞きに行った時点から半年というスピード

で本公開にいたることができました（図３)。
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2．トップ画面について

ＷEKOではページ右側の配置やデザインや画

像などを自分たちで組み合わせることができま

す。しかし、選択肢があまりないので、現在

JAIROCloudを使って公開されている１００以上

の大学はどこも似たデザインになっています。

私はこの似たり寄ったりなデザインがすごく不

満だったのですが、同じ職場の方からは、「だか

らアクセスしやすく目的の論文までたどり着き

やすい」という意見をいただきました。もし興

味のある方がおられたら、ＪＡＩＲＯＣｌｏｕｄのコ

ミュニティサイトから各機関のリポジトリの

トップページヘのリンクがあるので、また見て

みてください。

（ＵＲＬ：https:／/community､reco・nii・ac・jp/）

－１ ２－



マ

読みたい論文がみつかる

3．リポジトリ開設の周知

次に公開したことの周知についてですが、公

開前から本学がリポジトリを開設しましたよと

いうことを広く知らせる必要はないと考えてい

ました。なぜかというと、本学の教貝が執筆し

た論文を本学のリポジトリのトップページにア

クセスしてそこからキーワード検索をしようと

いう人はまずいないと思ったからです。エンド

ユーザーである論文を検索する人が望む形があ

るとすれば、いつも通り論文検索データベース

から、キーワード検索をしてヒットした結果の

中にリポジトリのリンクがあって、そこをたど

ると、その場で本文まで入手できてしまったと

いうものじゃないかと思うのですね（図４)。
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区Ｉ５ＮＩＩＩＲＤＢハーベスト機能

CiNiiからも本学の論文を検索されるようにした

い場合は申し出をすると、この収集されたメタ

データの中から論文系のメタデータがCiNiiに

も送られます。このようにして論文を入手した

い人はこれまでどおりＪＡＩＲＯかCiNiiを使って

論文を検索していると本文まで入手できてし

まったという流れが実現します。本学でも公開

後すぐにハーベストの申請をNIIに行いました。

今は週に１回ハーベストに来てくれており、そ

の週に新しく公開されたものや変更があったも

のについてメタデータを収集し、送られる作業

が行われています。競初に申請するだけであと

は何にもする必要がなく、自動でちゃんとして

くれています。

現在のコンテンッ蕊録件数とダウンロード数

をグラフにしました（図６)。
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図６現在のコンテンツ登録数とダウンロー･-ド数
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図４公開したことの周知

だからリポジトリができたことを広く知らせ

るよりは普段の検索の流れの中にリポジトリヘ

のリンクがあって、そこから本文まで入手でき

るという、流れを考えていました。

4．ハーベスト

その流れを実現できるのがNIIのハーベスト

という機能です。先ほど前田さんのお話の１１１に

も出ましたが、ハーベストとはリポジトリに登

録しているメタデータをＩRDBというデータ

ベースに吸い上げることです。ハーベストされ

たデータは、ＩRDBを経由してＪＡＩＲＯに引き渡

され、ＪＡＩＲＯでの論文の検索が可能になります

(図５)。

それから、そのハーベストの申請をする際に
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堆初は１０４件で、２０１４年１月の時点で299件

とコンテンッ数はあまり多くありませんが、大

体月平均7,000件くらいダウンロードされてい

ます。２０１４年１月は過去簸高の10,321回ダウン

ロードされました。正直こんなに利用されると

は思っていませんでした。

Ｖ・リポジトリの維持継続

データの登録作業は今のところ私が一人で

行っています。おもなコンテンッは年２回発行

される研究紀要と年３回発行される学会誌、本

学の先生方が秘:かれた学術雑誌論文は学会出版

社などの発行元に問い合わせてＯＫしてくれた

ところから公開をしています。その際に、口頭

の確認だと後々言った言わないとなると困るの

で、公開許諾群をもらいます。先方の名前と印

鑑さえ押せばいいように形を整えて、発行元に

送り署名捺印後に返信してもらう形で、なるべ

く許可する側に手間がないような形で公開許諾

書をもらうようにしています。

ＪＡＩＲＯＣｌｏｕｄは論文ごとのダウンロード数を

集計することができるため、月初に先生方にそ

の情報をメールで配信しています。そのメール

に「学術雑誌に投稿された論文などを載せません

か？」ということでコンテンツ募集のお知らせ

をしているのですが、あまり反応がありません。

今後はコンテンツ集めに力を入れたいと思って

います。そのためには、先生方がどのような雑

誌に投稿されているかなどの情報の入手が課題

だと考えています。あとは、先生方がどのくら

いリポジトリについて理解しているかをつかめ

ていないため、よくわからないからやらないと

いうような先生もいらっしゃるのではないかと

思うんですね。なので、その辺りのお話ができ

るように先生とのつながりを今後作っていきた

いなと思っています。

Ⅵ．おわりに

今後の期待と病院のメリットについてお話し

します。本学の文献複写の記録を確認したとこ

ろ、病院の発行物、皆さんの病院が発行されて

いるものに載っている論文への複写依頼は毎年

１５０件ほどありました。費用がどうしても掛か

るので、絞りに絞って依頼する学生も結構多く

います◎ですから、潜在的な需要はもっとある

と思っています。

リポジトリの開設の流れが病院図書館にも広

がり、さまざまな機関がリポジトリを開設する

ことができれば、学術雑誌、大学の出版物、病

院の発行物そのほか、いろいろな論文がリポジ

トリを通じて無悩で公開されるような時代がく

るんじゃないかなと感じています。そうなれば

学生は饗川をかけずに読みたい論文を全部読む

ことができて、よりよく学ぶことができるよう

になると期待しています（図７)。

鼎今後の期待
(全ての大学､病院､研究機関がﾘボジﾄﾘを開設）

‐

学術雑誌

マ

マ マ

|｜蝋｜｜鞠Ｉ
大学の

出版物
病院の
発行物

マ

その他

マ マ詞・戸

（たくさんの論文が無憧で公開される）
ママ両＠戸マママママ

1９

(教員｡学生がより多くの論文を読み､学ぶことができる!！）

図７今後の期待

いつかこういう流れが現実にならないかなと

今すごく期待をしています。

また、病院にとってのメリットを私なりに考

えてみました。研究成果を公開することは、社

会への貢献という窓味で社会的説明責任を果た

すことができるのではないかと思います。今は

インターネット上にさまざまな情報が氾濫して

いて、どれを信じたらいいかわからないという

ことがよくあると思うんですね。そんな中で病

院という公的機関が発信する情報というのは信

頼性が高いものです。その信頼性の高い情報を

必要としている人に届けることができます。私

はリポジトリ業務を行っていて大学の紀要や学

－ １ ４－



術雑誌論文などを自分のところのリポジトリに

登録していますが、正直みなさんの病院が公開

してくれる医学に関する情報の方を見たいと思

います。それから、信頼できる情報を無償で提

供してくれる病院は信頼感を得られるのではな

いかと思います。そして何より、私はここが一

番のアピールポイントなんですが、せっかく先

生方がされた研究が一部の人の目にしか触れな

いということは、すごくもったいないことだと

思うんですね。“オープンじゃない電子ジャーナ

ル”にしか職らないとなると、一部の人しか見

ることができませんが、Googleを検索すると見

つかるとなると、ものすごくたくさんの人が見

てくれるようになると思うんです。先生方から

『学術雑誌に戦った論文をリポジトリから公開し

て、その論文に対する反響がすごくあったんで

す」と、図書館のカウンターにわざわざ声を力、

病院図書館2014;34(1)

けにきてくれるようになりました。それがすご

くうれしかったです。私がリポジトリを持ちた

いと思った出発点は学生がよりよく学べること

と、今後の期待（図７）のところでお話したこ

とが現実のものとなったらおもしろいなと思っ

たことです。それに加えて、今は先生方が自分

が研究した内容を公開してそれに対する反響が

あってうれしかったと言ってくれることが、今

の業務のやる気につながっています。みなさん

にもリポジトリを今後考えていくうえで、何か

興味が持てるところとか、おもしろいなと感じ

られる部分を見つけていってもらえたら嬉しい

なと思います。私もまだまだ知らないことばか

りなので、これから、みなさんと一緒に学んで

いければと思っています。ご清聴ありがとうご

ざいました。

－ １ ５－


